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『持続可能な社会のために』 

会 長  向
むかい

  富 士 子
ふ じ こ

 

「とやまの男女共同参画データブック 2007」

が県から発行されました。富山県の「女性の勤続

年数 10.7 年」（全国第 2 位）、「共働き率

56.8％」（全国第３位）、それに比して「管理的職

業従事者に占める女性の割合 3.4％」（全国第 45

位）と依然と低迷。一方、全国では５年前と比較

して女性管理職比率が大幅に増えた企業では、売

上指数が173.3 で売上高が伸びており、女性管理

職比率が減った企業は売上が減少傾向にあるとい

うデータも出ています。 

上記はほんの一部のデータですが、男女平等・

共同参画社会実現を阻む課題ははっきり見えてい

るのに、なかなか変わらない現実があります。そ

れどころか、例えば女性だけではなく男性も含め

て非正規就業者の割合が年々上昇し、女性問題と

されていたことが、解決されないまま男性問題と

しても広がっている現況です。 

差別と同様、人類共有の課題である環境破壊の

問題も1997年に開催された「地球温暖化防止京

都会議」以来、地球温暖化の危機として市民レベ 

ルでもさまざまな取り組みがされています。しか

し、こちらも解決の道筋がなかなか見えません。

さまざまな問題（政治）はすべて私たちの暮ら

しと直結しているということは理解していても、

問題を解決するために日々の暮らしを変えるとい

うことは、なかなか困難なことのようです。 

2005年から世界各国で、国連を軸に「ESD（持

続可能な開発のための教育）の 10 年」という動

きが始まっています。きっかけは日本政府とNGO

の共同提案で、よりよい未来をつくるために、地

球や地域のために自ら社会を変えようと行動する

「人づくり」の取り組みです。 

なんとなくこのまま続いていくと思い込んでい

る日々の暮らしの中で、実は〝持続しない〟さま

ざまな問題があることも、先進国に暮らす私たち

は知っています。 

差別も、争いも、環境破壊も、「私以外のけしか

らん人がする」のではなく「問題は自分自身の内

にもある」と認め行動することで、初めて未来は

持続可能な社会に変わるのかもしれません。 

高岡女性の会連絡会 

 



 
 
 

 

 

 

   

  講 師 センター職員（基礎コース） 

Eネット会員（チャレンジコース） 

  場 所 男女平等推進センター会議室Ｃ 

     （ウイング・ウイング高岡６Ｆ） 

定 員 20名（申込順） 

申込先 男女平等推進センター 

       ０７６６－２０－１８１０ 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

この講座は、男女平等・共同参画推進のために、センターと市
民（ E ネット＝男女平等推進センター登録活動団体ネットワーク ）
と協働で、今年度より開催するものです。 

日 時 6月 29 日（金）14:00～16:00 

    場 所 男女平等推進センター相談室 

       (ウイング・ウイング高岡６Ｆ) 

定 員 ８名   弁護士 ２名 

    申込先 男女平等推進センター 

6/６（水）12:30～ 

０７６６―２０－１８１１ 

    （定員になり次第締め切らせていただきます。） 

 

２．女性弁護士による無料法律相談（予約制）

１．男女平等推進センター企画講座 

３．男女平等推進センター６F 

サロン展示（6/19～6/30） 

   テーマ  男性も女性も みんなにチャンス！！ 

－ 性別ではなく “その人”をみてますか？ － 

厚生労働省では、職場における男女均等について労使を始め社会一般の認識と理解を深めるため、昭和

61年から毎年6月を「男女雇用機会均等月間」と定め各種啓発活動を実施しています。今年は、男女雇

用機会均等法の一層の周知徹底、法の履行確保、女性労働者が十分その能力を発揮することができるよう

にするための積極的取組（ポジティブ・アクション）の促進を目標としています。 

 男女雇用機会均等法、ポジティブ・アクションに関するご相談は・・・ 

富山労働局雇用均等室（富山市桜橋通り２－２５ 富山第一生命ビル２F） ０７６－４３２－２７４０ 

 

 

日 時 テ ー マ  

基礎コース
６月22日（金）
19:00～21:00

始めの一歩 

“男女共同参画社会”ってこんなこと 

チャレンジコース
６月30日（土）
13:00～16:00

始めの一歩 

話そう、気づこう、自分のこと 
 

※託児を必要とされる方は申込時に申し添えください。 

男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力

を十分に発揮することができる男女共同参画社会の形成に向け、男女共同参画社会基本法の目的及び基本

理念に関する国民の理解を深めるため、この週間が設けられています。 

6/23～6/29は 

男女共同参画週間標語の展示 ほか 

 

“いい明日は 仕事と暮らしの ハーモニー” 

期間：6/1～30日 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

―主な事業の概要― 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

事業名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

募集期間  市民企画講座 
学習・研修事業 

募集期間 学習支援事業 

 センター企画講座（基礎コース・チャレンジコース・根っこ塾）  

  「男女平等EXPO高岡」準備・開催     ｾﾝﾀｰ企画事業 

  男女共同 

参画週間 

  
 

 DV 

防止 

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

    

情報事業 めいと  めいと  めいと ありーて めいと  めいと  めいと ありーて

相談事業 電話相談、面接相談、女性弁護士による無料法律相談（毎月１回） 

ｾﾝﾀｰ運営協議会 
 

     
第１回

協議会
    

第２回

協議会

市民活動支援事業 
毎月１回定例会                  

E ﾌｪｽﾀ 2007 

Ｅネット（男女平等推進センター登録活動団体ネットワーク） 

Ｅネットの定例会で、“Ｅ（いい）フェスタ200７”を

開催することが決まりました。これにより、Ｅフェスタ

200７プロジェクトが組織され、準備が進められます。

平成 19年度 男女平等推進センター事業計画・年間スケジュール（予定）

      － 主 な 日 程 － 
・10/ 1（月）～14（日）展示（１Fラウンジ）
・10/ 1（月）～ 8（月）ワークショップ（６F）
・10/14（日） メインイベント（４Fホール）
     場所：ウイング・ウイング高岡 

① 普及・啓発、学習事業 
・講座（センター企画講座、市民企画講座） 
・男女平等EXPO高岡2007の開催 

② 個人、グループ･団体の活動と交流支援 
・学習支援事業（地域活動のグループに講師派遣）
・市民活動支援事業（E ﾌｪｽﾀ開催） 

③ 情報の収集・提供事業 
・書籍・資料の収集、提供 
・センター情報誌「ありーてめいと」の発行 
・男女平等推進プラン情報誌「ありーて」の発行 
・インターネットによる情報発信 

④ 相談事業 
・専任相談員による電話・面接相談  
・女性弁護士による法律相談（原則毎月第４金曜日）
 

 

 

男女平等推進センター企画講座「根っこ塾」 

講師：男女平等推進センター

所長 野村 乙美 

50歳以上の男女を対象に開催された「根っこ塾」の第１回目のテ

ーマは「心身ともに健康づくり」。講師から、心と体の健康を保つた

めの秘けつを学びました。参加者からは、「早速、実践してみよう」

との感想が寄せられました。  

5月 17日（木）13:30～15:00  ウイング・ウイング高岡６Ｆ会議室 

Ｅネット活動情報４月25日（水）13:30～ｳｲﾝｸﾞ･ｳｲﾝｸﾞ高岡６Ｆ 

  

 

 

男女平等推進ｾﾝﾀｰ登録団体に今年度新たに３団体加入がありました！ 登録団体数50団体【5/31現在】 

・200Ｘ年まちづくりの会     ・てふてふの会       ・たかおか創生塾  

お 知 ら せ  
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内閣府の「女性のライフプランニング支援に
関する調査」が発表されました。その中で、子
育て世代の女性（30～40代）の何割が、子ど
もが小学校入学以降、仕事に就くことを希望し
ていたでしょうか？ 

 Ａ ９割    B ７割    Ｃ ５割 

 調査は、女性のライフプランの希望と現実

について把握することを目的に30～40代の

女性を対象にアンケート調査を実施しまし

た。その結果、子どもが 3 歳以下の時に働き

たいとする人は42.2％、4歳から小学校入学

前までは72.3％、小学生以上では90.6％、

中学生以上では 95.1％が働くのが理想と答

えました。 

これに対し、実際に働いている女性は約半数

前後にとどまり、理想と現実に開きがあるこ

とが明らかになりました。 

http://www.gender.go.jp/raifupuran/houkoku

19-index.html（女性のライフプランニング支援に関する調査）

 

 

「なぜ、自立夫育てをしたか。それは、離

婚するつもりがなかったからである。離婚し

ないつもりなら、なるべくいい関係で暮らし

たほうが楽しいに決まっている。・・（本文より）」

定年退職後、夫婦が楽しく暮らしていくため

には、夫の生活的自立が欠かせない。夫が外

出する妻にくっついて回る“俺も族”“濡れ落

ち葉族”にならないため、また、いい夫婦関

係を維持するための秘策満載です。 

クイズの答え[ Ａ ] 

 定年おやじのしつけ方 

  講談社  1,470 円（税込み価格） 

  小川 有里 著 
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案 内 地 図 

 
■交流スペース         （無料）         
●登録団体の会議や研修会等の活動に利用できます。 
●利用希望日の３か月前の月の初日から予約できます。

■会 議 室     ５７㎡ 20人程度（有料）      

●センター主催講座等の会場として使用する他、研修や会
議等にも利用できます。 
●利用希望日の２か月前の月の初日から予約できます。
（登録団体は３か月前の月の初日から予約できます。） 

■サ ロ ン              （無料）         

オープンスペースで、男女平等・共同参画などに関する
図書やビデオ等の閲覧、貸出を行います。 
パソコン等を備えており、インターネッ 
トで情報を得ることもできます。 

 

●電話相談                ●面接相談

月・火・水・金・土  9:30～16:30     要予約 

木          14:00～20:00             

■相 談 室            2 室（無料）         

●プライバシーに配慮した個室になっており、専任のス
タッフによる電話相談や面接相談（予約制）を行います。

℡ 0766-20-1811 

 


